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 3年間の忸怩たる思い 

高い成長性が魅力の新興国株式ですが、実

は過去3年間、先進国株式を下回る株価パ

フォーマンスでした。 

しかしながら、2015年はパフォーマンスの改

善が期待できそうです。その理由を4つのキ

ーワードで探りましょう。 

 

 4つのキーワード 

① 割安 

新興国株式は割安といえます。株価の割安

割高の指標であるバリュエーション（投資価

値評価）をみると株価収益率（PER）は10.6倍

と、過去平均（11.0倍）を下回る水準にあり、

先進国株式の15.5倍を下回る水準となって

います。 

※PERは2014年12月末時点の12ヵ月先予想利益ベース、過去平

均のPERの期間は2006年1月末～2014年12月末 

■新興国株式と先進国株式の予想PER推移         

（月次、期間：2006年1月末～2014年12月末） 

② 企業業績も期待！ 

2015年の新興国企業の1株あたり利益成長

率予想は前年比約プラス12%です。2014年推

定の約プラス3%から大きく改善が見込まれて

います。また先進国の利益成長率を上回る

とも予想されています。 

※全てファクトセット集計アナリスト予想平均（2014年12月23日時

点） 

③ 進む構造改革 

世界経済の減速局面では、多数の新興国

が、競争力の向上、海外からの直接投資の

促進などを目標に構造改革に着手していま

す。中国、インド、韓国、メキシコなどにおけ

る構造改革の進展への期待は、2015年を通

じて投資家心理を改善させるものと考えま

す。 

④ 世界をお金が巡る 

2014年10月末の日銀の追加金融緩和に続

き、欧州中央銀行（ECB）も域内経済のテコ

入れのため、資産購入プログラム実施など

金融緩和が期待されているため、資金が新

興国に向かうことが期待されます。 

   

原油安や米国の利上げ等、気になることも

ありますが、多くの新興国経済および株式市

場は、近年、経済状況や市場構造が改善さ

れており、過去に比べると利上げ等に強くな

っていると考えられます。今年こそ、浮上を

期待したいですね。 

潜伏3年・・・、今年の新興国株式はいかに？ 
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